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鋼繊維補強ポリマーコンクリー トの基礎的性状

北海道工業大学   正 員  堀 口  敬

仏国土木中央研究所    A . M . P A I L L E R E

鋼繊維補強コンクリー トの秀れた力学的性状とポリマーコンクリー トのそれとを兼ねそ

なえかつ、それらの相乗効果によるコンクリー トの性質改善を目的としている。 い わゆ

る適当にフレキシブルで耐衝撃性、或いは耐摩耗性に富んだ材料の開発が 目的である。

今回の報告の中で実施した試験の内容、試験機類及び使用材料等は以下のようである。

使用したセメントは、普通ポル トランドセメントで、 CP A“ θO (フ ランス規格)を

骨材は、セーヌ川産の川砂利 (最大粒径 1  0  m m )である

鋼繊維は、両端がフツク加工され、さらにそれぞれが

20本 程度ずつ簡易なの り付けをされているものを使用

した (f i g . - 1 )。 ポリマー はエポキシ樹脂系を2

種類 (ビスフヱノールエ ピクロドリンとペンタエチレン

ヘクサミジの混合比を変化させた)を 使用 し、その他に

スチレン●プタデエンラテツクス、スチレン●アクリリ

ツクラテツクスの両エマルジヨンタイプのものを使用。

それぞれのポリマーの混入率は、セメント重量の■0

%と し、単位セメント量は“0 0 K g /が  、 w / C―

θ.ク よ, S / a一 θ. ` , C : a = / :ク . 2で すべ

て統一 した。

コンクリー トの ワーカビリチーの判定手段として、ス

ランプ試験、フローテーブル試験、そしてマニアビリテ

イ試験を実施した。当初の計画では逆さスランプ試験1)

も実施することにし、一部の供試体についてこれを行つ

たが鋼繊維混入量が /.よ %に なると測定が非常に難し

くなり今回は中止した。マニアビリテイ試験は、仏国土

木中央研究所のR: L e s a g e博 士 が考案した マ ニア

ビリメータにより演1定を行 うもので、一種の振動式のコ

ンシステンシー試験方法といえるものである (f i g - 2

) 2 )。

コンクリー トの圧縮及び、引張試験用供試体は、鋼織 :

維の配向等の影響を出来るだけ避ける目的で、縦、横、

高さがそれぞれ2 0Cm、グOCm、 /`Cmの コンクリー ト

プロツクより¢′C m  x / ` C mの円柱供試体を切 り出し、材令2′ 日で各々θ本試験に使用

した。

曲げ試験用供試体は、 /O X /θ X夕 θCπの角柱供試体で、打設面を上にし、スバン長

が3 0 C mの二等分点載荷試験を行い、中央点のたわみ量を変位計により測定した8)。

曲げ試験用供試体と同寸法のものを使用 し、スバン長3 0 C mの中央部に重量2 . 7夕 l 1 9

の鋼球を` O  C mの声さより繰 り返し落下させ、ひび割れ発生時及び、́破壊時までの繰 り返

し回数を測定した。この試験で定義した供試体の破壊とは、供試体の中央部のたわみ量が




